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北
海
道
公
立
学
校
教
頭
会
は
、
広
い
北
海
道

を
近
隣
の
地
域
で
ま
と
め
た
6
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

は
市
町
村
の
教
頭
会
が
あ
り
、
今
年
度
は
全
道

22
の
単
位
教
頭
会
に
属
す
る
１
４
９
７
名
が
会

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
創
立
58
周
年
を
迎
え
た

本
会
で
す
が
、
広
域
な
北
海
道
の
特
徴
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
会
員
一
人
一
人
の
明
日
へ
の
活
力

に
つ
な
が
る
時
宜
に
応
じ
た
研
修
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

　

北
海
道
公
立
学
校
教
頭
会
は
、
教
頭
の
立
場

か
ら
学
校
管
理
運
営
に
つ
い
て
の
研
修
を
推
進

し
、
職
能
の
向
上
と
学
校
教
育
の
振
興
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
福
祉
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴�

学
校
管
理
運
営
及
び
教
育
上
の
諸
問
題
に

つ
い
て
の
研
究
・
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

⑵�

研
究
大
会
、
研
修
会
等
の
開
催
に
関
す
る

こ
と
。

⑶�

研
究
・
調
査
資
料
等
の
刊
行
に
関
す
る
こ
と
。

⑷�

教
頭
の
地
位
向
上
と
会
員
の
福
祉
・
厚
生

に
関
す
る
こ
と
。

⑸�

会
員
相
互
の
連
絡
、
情
報
の
交
換
等
に
関

す
る
こ
と
。

⑹�

他
教
育
諸
団
体
と
の
連
絡
・
連
携
に
関
す

る
こ
と
。

⑺�

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必

要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

【
事
業
報
告
】

○�

5
月
19
日
（
札
幌
市
）
令
和
5
年
度
総
会
研

修
会

○�

5
月
29
日
（
札
幌
市
）
第
1
回
地
区
事
務
局

長
・
地
区
研
修
担
当
者
合
同
研
修
会

○
6
月
23
日
（
札
幌
市
）
第
1
回
理
事
研
修
会

○�

11
月
24
日
（
札
幌
市
）
第
2
回
地
区
事
務
局

長
・
地
区
研
修
担
当
者
合
同
研
修
会

○�

令
和
6
年
2
月
16
日
（
札
幌
市
）
第
2
回
理

事
研
修
会

【
研
究
大
会
の
概
要
】

　

令
和
5
年
度
第
56
回
北
海
道
公
立
学
校
教
頭

会
研
究
大
会　

道
北
大
会

○�

期
日　

令
和
5
年
9
月
15
日
（
金
）
16
日
（
土
）

○�

会
場　

道
北
ア
ー
ク
ス
大
雪
ア
リ
ー
ナ
／
旭

川
市
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
／
旭
川
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

○�

内
容　

開
閉
会
式
・
研
修
部
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
記
念
講
演
・
分
科
会

○�

記
念
講
演　

演
題
「
夢
と
志
を
も
ち　

未
来

を
切
り
拓
く
力
」

　

�

講
師　

井
上 

雅
之　

氏　
（
株
式
会
社
オ
ー

シ
ャ
ン
代
表
取
締
役
）

○��

分
科
会　

6
課
題
8
分
科
会　

各
ブ
ロ
ッ
ク

の
教
頭
会
に
よ
る
実
践
発
表
を
も
と
に
研
究

協
議

【
成
果
と
課
題
】

○
成
果

・�

今
年
度
の
研
究
大
会
は
、
4
年
ぶ
り
の
完
全

参
集
型
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
道
か

ら
お
よ
そ
８
０
０
名
近
く
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
記
念
講
演
、
分
科
会
と
も
に
、
直
接

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
一
体
感
を

感
じ
る
中
、
会
員
同
士
の
思
い
や
考
え
、
情

報
な
ど
を
双
方
向
に
交
流
す
る
な
ど
、
成
功

裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
初
め
て
4
地
区
教
頭
会
の
共
同
開
催

と
い
う
形
で
実
施
し
、
距
離
と
時
間
、
組
織

を
超
え
て
連
携
し
合
い
、
地
区
ご
と
に
係
分

担
を
決
め
る
な
ど
、
効
率
的
に
計
画
・
準
備

を
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
も
一
つ
の
成
果
と

捉
え
て
い
ま
す
。

○
課
題

・�

今
後
も
各
地
区
教
頭
会
の
会
員
の
人
数
が
減

少
し
て
い
く
中
、
研
究
大
会
を
持
ち
回
り
で

実
施
す
る
際
の
実
行
委
員
会
の
在
り
方
や
、

大
会
会
場
、
さ
ら
に
は
参
加
者
の
宿
泊
施
設

の
収
容
力
等
を
十
分
検
討
し
て
、
円
滑
な
運

営
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

東
北
地
区
小
中
学
校
教
頭
会
は
、
福
島
・
宮

城
・
山
形
・
秋
田
・
青
森
5
県
の
教
頭
会
と
岩

手
県
の
副
校
長
会
で
組
織
さ
れ
、
現
在
の
会
員

数
は
２
５
８
８
名
で
す
。
各
県
と
も
、
教
頭
及

び
副
校
長
の
密
接
な
協
調
を
保
ち
つ
つ
、
教
頭

職
及
び
副
校
長
職
と
し
て
の
研
修
を
図
り
、
研

修
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
各
県
教
育
の
一
層

の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

　

本
会
は
、
各
県
単
位
教
頭
会
・
副
校
長
会
が

職
能
研
修
団
体
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
な
が

ら
、
会
員
の
資
質
を
高
め
る
た
め
の
研
修
を
推

進
し
、
教
育
の
充
実
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
、
以
下
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴�

各
県
小
中
学
校
教
頭
会
・
副
校
長
会
の
密

接
な
連
絡
提
携
に
関
す
る
こ
と

⑵�

研
究
大
会
の
開
催
、
研
究
物
の
刊
行
に
関

す
る
こ
と

⑶�

研
究
の
振
興
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
関

す
る
こ
と

⑷�

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
こ
と

【
事
業
報
告
】

○
5
月
25
日　

第
1
回
理
事
研
修
会
（
参
集
）

○
5
月
26
日　

事
務
担
当
者
研
修
会
（
参
集
）

○�

8
月
3
・
4
日　

全
国
大
会
・
石
川
大
会

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
）

○
8
月
31
日　

研
究
部
長
研
修
会
（
参
集
）

○
10
月
12
日　

山
形
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

○�
11
月
8
・
9
日　

東
北
大
会
福
島
大
会（
参
集
）

○
12
月
6
日　

宮
城
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

○
1
月
25
日　

第
2
回
理
事
研
修
会

※�

岩
手
、秋
田
大
会
は
隔
年
開
催
、今
年
度
な
し

【
研
究
大
会
の
概
要
】

　

第
43
回
東
北
地
区
小
中
学
校
教
頭
会
研
究
大

会
福
島
大
会

○
記
念
講
演

　

�

演
題　
「“
轍
を
ゆ
く
な
。
轍
を
つ
く
れ
”」　

講
師　

東
京
藝
術
大
学
教
授　

箭
内
道
彦
氏

○
分
科
会　

5
課
題
6
分
科
会

○
そ
の
他

・�

実
行
委
員
会
の
運
営
にG

oogle

を
活
用
し
、

情
報
共
有
の
効
率
化
、
円
滑
化
を
図
っ
た
。

・
受
付
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
導
入
し
た
。

・�

大
会
に
関
す
る
感
想
や
意
見
を
、G

oogle

フ
ォ
ー
ム
で
集
約
し
た
。

【
成
果
と
課
題
】

○
成
果

・�

4
年
ぶ
り
の
参
集
型
開
催
、
分
科
会
で
の
熱

気
溢
れ
る
協
議
が
最
大
の
成
果
。
東
北
の
仲

間
と
語
ら
う
場
の
設
定
が
い
か
に
大
切
か
コ

ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
今
、
改
め
て
実
感
さ
せ

ら
れ
た
。

・�

箭
内
氏
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
と
し
て
、
社
会
の
第
一
線
で
多
岐
に
わ
た

っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。「
広
告
す
る
こ
と

は
応
援
す
る
こ
と
」
そ
の
思
想
背
景
や
行
動

指
針
な
ど
を
、
具
体
的
な
映
像
作
品
や
気
さ

く
な
ト
ー
ク
で
伝
え
て
い
た
だ
い
た
。

・�

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
に
向

け
、
副
校
長
・
教
頭
は
、
学
校
現
場
の
第
一

線
で
中
核
的
な
役
割
を
担
う
。
学
校
で
最
も

多
忙
な
副
校
長
、
教
頭
こ
そ
、
日
常
を
離
れ

ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
異
分
野
体
験
を
す
る
機

会
を
意
図
的
に
設
定
し
、
社
会
に
対
す
る
視

野
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
東
北
の
仲

間
と
語
ら
い
、
箭
内
氏
の
講
演
を
拝
聴
す
る

こ
と
で
、
私
自
身
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
感
動

や
衝
撃
を
受
け
る
と
と
も
に
、
今
後
の
教
職

人
生
へ
の
勇
気
と
希
望
を
い
た
だ
い
た
。

○
課
題

・�

福
島
大
会
は
、
4
年
ぶ
り
に
参
集
型
で
開
催

す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
実

現
に
は
、
郡
山
市
教
頭
会
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
な
し
に
は
、
到
底
あ
り
得
な
か
っ
た
。
働

き
方
改
革
と
の
兼
ね
合
い
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
図
る
な
ど
の
工
夫
を
試
み
て
い
た
だ
い

た
が
、
負
担
過
重
は
否
め
な
い
。
参
集
の
メ

リ
ッ
ト
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
考

え
、
運
営
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
長

福
島
市
立
北
信
中
学
校 

教
頭

村
上
　
淳

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
長

札
幌
市
立
北
都
中
学
校 

教
頭

野
田
　
隆
之
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関
東
甲
信
越
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
は
、
東
京

都
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
山
梨
県
、

茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
新
潟
県
の
9
都
県

で
組
織
さ
れ
、
今
年
度
の
会
員
数
は
８
３
３
４
名

で
す
。
各
都
県
の
教
頭
会
・
副
校
長
会
が
そ
れ
ぞ

れ
専
門
性
や
社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
指
し
て

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
構
築
さ
れ
て
き
た
各
都
県
の
研
究
・
研
修
の
成

果
を
継
承
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
く

日
々
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

⑴�

教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
「
未
来
を
生
き

る
力
を
育
む　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
主

題
に
研
究
の
推
進
を
図
り
、
積
極
的
な
組
織
活

動
を
展
開
す
る
。

⑵�

副
校
長
・
教
頭
の
職
責
に
見
合
う
処
遇
改
善
や

教
育
諸
条
件
の
充
実
・
発
展
を
図
る
た
め
、
全

国
公
立
学
校
教
頭
会
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

そ
の
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

⑶�

長
野
県
の
教
頭
を
会
員
に
組
織
化
す
る
た
め
の

継
続
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。

【
事
業
報
告
】

○�

6
月
15
日
（
木
）
16
日
（
金
）
関
東
甲
信
越
地

区
公
立
学
校
教
頭
会
東
京
大
会
第
1
回
役
員
会
、

理
事
会

○�

6
月
29
日
（
木
）
提
言
者
研
修
会　

オ
ン
ラ
イ

ン　

各
分
科
会
協
議
、　

柱
立
て
を
決
定

○�

11
月
15
日
（
水
）
関
東
甲
信
越
地
区
公
立
学
校

教
頭
会
東
京
大
会
第
2
回
役
員
会
、
理
事
会

・�

東
京
大
会
の
運
営
に
つ
い
て　

日
程
・
全
体

会
・
文
化
会
等
、
参
加
者
、
大
会
宣
言
、
そ
の
他

・�

令
和
6
年
度
山
梨
大
会
に
つ
い
て　

参
加
要
請

数
、
山
梨
大
会
予
算
書
（
案
）　

令
和
6
年
度
行

事
予
定
（
案
）、
山
梨
大
会
（
第
1
次
案
内
）

・�

令
和
7
年
度
全
国
（
関
東
甲
信
越
地
区
）
研
究

大
会
茨
城
大
会
に
つ
い
て

・�

そ
の
他　

全
校
教
総
会
・
理
事
会
担
当
に
つ
い

て　

令
和
6
年
度
以
降
の
開
催
・
提
言
都
県
の

確
認

○�

11
月
16
日
（
木
）・
17
日
（
金
）
第
64
回
関
東
甲
信

越
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会
東
京
大
会

○�

12
月
7
日
（
木
）・
8
日
（
金
）
事
務
局
連
絡
会

○�

2
月
8
日
（
木
）・
9
日
（
金
）
関
東
甲
信
越
地

区
公
立
学
校
教
頭
会
東
京
大
会
第
3
回
役
員

会
・
理
事
会

○�

2
月
29
日
（
木
）
関
東
甲
信
越
地
区
公
立
学
校

教
頭
会
東
京
大
会
監
査
会　
（
場
所
：
東
京
大
会

事
務
局
）

　

日
時
未
定　

�

山
梨
県
と
の
事
務
引
き
継
ぎ

【
研
究
大
会
の
概
要
】

　

第
64
回
関
東
甲
信
越
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
研

究
大
会
東
京
大
会

○
期
日　

11
月
16
日
（
木
）・
17
日
（
金
）

○�

会
場　

新
宿
区
ベ
ル
サ
ー
ル
高
田
馬
場　

他�

5

カ
所
12
会
場

○�
内
容　

一
日
目　

開
会
行
事　

記
念
講
演　

二

日
目　

分
科
会　

閉
会
行
事
（
大
会
宣
言
・
次

期
開
催
県
挨
拶
）

○�

記
念
講
演　

演
題
「
和
」
～
信
じ
抜
く
力
～　

講
師　

西
村 
徳
文
氏　

元
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
監
督
、
元
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

監
督

○�

分
科
会　

5
カ
所
12
会
場　

提
言
―
午
前
、
午

後
各
1
提
言　

質
疑
応
答
、
グ
ル
ー
プ
協
議
、

グ
ル
ー
プ
発
表
、
講
評
・
指
導
助
言

【
成
果
と
課
題
】

○
成
果

・�

分
科
会
で
は
課
題
に
即
し
た
提
言
で
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
協
議
が
充
実
し
た
、
時
間
配
分
も
よ
か

っ
た
、
参
集
型
で
実
施
し
た
の
で
協
議
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

・�

記
念
講
演
で
は
人
材
育
成
の
話
を
中
心
に
講
演

し
て
い
た
だ
い
た
の
で
役
に
立
つ
講
演
だ
っ
た
。

質
問
タ
イ
ム
も
あ
り
、
講
演
が
盛
り
上
が
っ
た
。

○
課
題

・�

分
科
会
会
場
が
分
散
し
、
分
科
会
責
任
者
に
負

担
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
副
責
任
者
を
置
く
な

ど
複
数
で
の
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
会

場
に
よ
っ
て
設
備
に
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

確
認
が
必
要
で
煩
雑
で
あ
っ
た
。
連
絡
手
段
に

も
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

東
海
・
北
陸
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
は
、
三

重
県
、
富
山
県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
福
井

県
、
静
岡
県
、
石
川
県
の
7
県
の
教
頭
会
で
組

織
さ
れ
、
今
年
度
の
会
員
数
は
４
０
４
８
名
で

す
。
各
県
の
単
位
教
頭
会
は
、
政
策
提
言
能
力

を
備
え
た
職
能
研
修
団
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
て
き
た
研
修
の
成
果
を
継
承
し
、
社

会
的
地
位
の
向
上
や
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
連
携
を
図
り
、
教
頭

と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
た
め
の
研
修
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
充
実
及
び
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
視
点
に
基
づ
き

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑴�

教
頭
・
副
校
長
の
使
命
に
徹
し
、
常
に
研

鑽
に
励
み
、
識
見
を
高
め
、
視
野
を
広
め
、

資
質
の
向
上
に
努
め
る
。

⑵�

会
員
相
互
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
連
携
し
、

た
く
ま
し
く
明
日
を
創
造
す
る
児
童
生
徒

の
育
成
に
努
め
る
。

⑶�

東
海
・
北
陸
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
研
究

大
会
に
お
い
て
、
各
県
の
研
究
成
果
を
集

約
す
る
。

⑷�

教
頭
・
副
校
長
と
し
て
の
職
務
内
容
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
に
努
め
る
。

⑸�
教
育
関
係
諸
機
関
・
教
育
諸
団
体
と
の
連

携
を
図
り
、
教
育
上
の
諸
問
題
の
解
決
に

努
め
る
。

【
事
業
報
告
】

○�

5
月
26
日　

東
海
・
北
陸
地
区
公
立
学
校
教

頭
会
事
務
担
当
者
会
（
石
川
県
金
沢
市　

参

集
）

○�

6
月
23
日　

第
1
回
東
海
・
北
陸
地
区
公
立

学
校
教
頭
会
役
員
・
理
事
会
（
石
川
県
金
沢

市　

参
集
）

○�

8
月
3
日　

第
1
回
東
海
・
北
陸
地
区
公
立

学
校
教
頭
会
役
員
・
理
事
会
（
石
川
県
金
沢

市　

参
集
）

○�

1
月
26
日　

第
3
回
東
海
・
北
陸
地
区
公
立

学
校
教
頭
会
役
員
・
理
事
会
（
三
重
県
津
市　

参
集
）

【
研
究
大
会
の
概
要
】

　

第
65
回
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会
石

川
大
会 

兼 

第
51
回
東
海
・
北
陸
地
区
公
立
学
校

教
頭
会
研
究
大
会
石
川
大
会
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

○�

期
日　

令
和
5
年
8
月
3
日
（
木
）・
4
日

（
金
）

○�

会
場　

金
沢
市
内
ホ
テ
ル　

他　

7
会
場

○�

内
容　

一
日
目　

開
会
行
事
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
記
念
講
演　

二
日
目　

分
科
会
・
閉
会

行
事

○�

記
念
講
演　

演
題
「
豊
か
な
感
性
を
育
む
場

所
を
つ
く
る
」　

講
師　

長
谷
川 

祐
子　

氏

○�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ
「
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
も
ち　

未
来
を
切
り
拓
く　

心
豊
か
な

人
づ
く
り
を
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
学
校
運
営

の
推
進
」

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】　

田
村　

 

学　
　

氏

【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
】　　
　

長
谷
川 

明
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
田　

 

昌
治　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
谷　

 

千
春　

氏

○
分
科
会　

7
課
題
10
分
科
会

○
そ
の
他　

全
体
会
の
ラ
イ
ブ
配
信
・
分
散
開
催
。

【
成
果
と
課
題
】

○
成
果

・�「
提
言
や
グ
ル
ー
プ
協
議
で
の
全
国
各
地
の

教
頭
と
の
交
流
や
情
報
交
換
が
有
意
義
だ
っ

た
、
学
校
運
営
に
生
か
し
た
い
」
な
ど
、
満

足
感
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
持

続
可
能
な
研
究
大
会
を
見
据
え
準
備
し
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
開
閉
会
行
事
。
一
次
案
内
・

二
次
案
内
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
。
開
始
時

刻
が
ゆ
っ
く
り
で
、
終
了
時
刻
が
早
か
っ
た

こ
と
は
、他
県
参
加
者
に
も
好
評
で
あ
っ
た
。

○
課
題

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
の
欠
席
の
多
さ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
不
具
合
な
ど
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ら

で
は
の
難
し
さ
を
ど
う
解
消
し
て
い
く
か
。

・�

様
々
な
方
法
で
大
会
参
加
者
へ
連
絡
を
行
っ

た
が
、
周
知
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
。

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
長

金
沢
市
立
西
南
部
小
学
校 

教
頭

大
宮
　
弘
太

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
長

目
黒
区
立
第
十
中
学
校 

副
校
長

牧
野
　
潤
子
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近
畿
地
区
公
立
学
校
小
中
学
校
教
頭
会
は
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良

県
、
和
歌
山
県
の
2
府
4
県
で
組
織
さ
れ
、
今

年
度
会
員
数
は
４
０
６
１
名
で
す
。
各
府
県
の

単
位
教
頭
会
は
、
職
能
研
修
団
体
と
し
て
の
役

割
を
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
研

修
の
成
果
を
継
承
し
、
さ
ら
に
充
実
発
展
さ
せ

る
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

⑴�

教
頭
の
使
命
に
徹
し
、
学
校
教
育
の
役
割

と
今
日
的
課
題
に
正
対
し
、
常
に
研
鑽
を

積
み
、
見
識
を
高
め
、
視
野
を
広
め
、
資

質
の
向
上
に
努
め
る
。

⑵�

会
員
相
互
の
信
頼
と
絆
を
深
め
、
本
会
の
組

織
・
機
能
を
充
実
さ
せ
、
活
性
化
を
図
る
。

⑶�

教
育
関
係
機
関
・
教
育
関
係
団
体
と
の
連

携
を
図
り
、
教
育
課
題
の
解
決
に
努
め
る
。

【
事
業
報
告
】

○
7
月
4
日
第
1
回
理
事
会
（
和
歌
山
市
）

○
10
月
23
日
第
2
回
理
事
会
（
和
歌
山
市
）

○�

11
月
17
日
近
畿
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会

和
歌
山
大
会
（
和
歌
山
市
）

○
1
月
26
日
第
3
回
理
事
会
（
和
歌
山
市
）

【
研
究
概
要
】

　

第
61
回
近
畿
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会　

和
歌
山
大
会

○
期
日　

令
和
5
年
11
月
17
日
（
金
）

○�

会
場　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館
・
ア
バ
ロ
ー

ム
紀
の
国
・
和
歌
山
県
自
治
会
館

○�

内
容　

開
会
行
事
・
記
念
講
演
・
研
究
協
議

会
（
分
科
会
）

○�

記
念
講
演　

演
題
「
脊
柱
管
狭
窄
症
の
先
端

治
療
と
医
療
機
器
開
発
を
成
功
に
導
く

Synchronicity

」

　

�

講
師　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学　

名
誉
教
授　

𠮷
田 

宗
人　

氏

○�

分
科
会　

①
教
育
課
程
に
関
す
る
課
題　

②

生
徒
指
導
に
関
す
る
課
題　

③
組
織
運
営
に

関
す
る
課
題　

④
人
間
尊
重
の
教
育
に
関
す

る
課
題　

⑤
教
頭
の
職
務
に
関
す
る
課
題

【
成
果
と
課
題
】

○
成
果

・�

人
数
制
限
を
な
く
し
た
参
集
型
の
開
催
に
お

い
て
、
１
３
５
７
名
の
参
加
と
な
っ
た
。
他

府
県
の
副
校
長
・
教
頭
と
活
発
な
交
流
が
で

き
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。
特

に
分
科
会
で
の
グ
ル
ー
プ
協
議
に
お
い
て
、

熱
の
こ
も
っ
た
交
流
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
で
教

頭
に
昇
任
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
、
初
め
て
近

畿
教
頭
会
研
究
大
会
に
参
加
し
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
と
い
う
声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
の
取
組
や
副
校
長
・
教

頭
と
し
て
の
考
え
方
や
実
践
を
交
流
す
る
中

で
、
勤
務
校
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
と

と
も
に
、
自
分
自
身
が
教
頭
と
し
て
視
野
が

広
が
り
刺
激
を
受
け
た
こ
と
で
意
欲
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

○
課
題

・�

分
科
会
に
よ
っ
て
会
場
の
形
態
・
収
容
人
数

等
が
違
う
た
め
、
運
営
上
、
グ
ル
ー
プ
協
議

が
十
分
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

・�

11
月
中
旬
の
金
曜
日
開
催
の
た
め
、
他
の
研

究
会
や
学
校
行
事
と
重
な
っ
た
こ
と
で
参
加

で
き
な
い
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

当
日
欠
席
者
数
が
１
３
６
名
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
考
察
す
る
と
、
今
後
実
施
時
期
等
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・�

大
会
運
営
と
し
て
、
教
頭
会
役
員
の
入
れ
替

わ
り
が
早
く
、
取
り
組
み
の
継
続
性
を
担
保

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
各

府
県
事
務
局
と
と
も
に
引
継
ぎ
を
十
分
行

い
、
さ
ら
に
改
善
・
進
化
及
び
効
率
化
を
目

指
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

　

四
国
地
区
小
中
学
校
教
頭
会
は
、
高
知
県
・

愛
媛
県
・
香
川
県
・
徳
島
県
の
4
県
の
教
頭
会

で
組
織
さ
れ
、
現
在
の
会
員
数
は
、
1
２
３
６

名
で
す
。「
四
国
は
一
つ
」
の
合
言
葉
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
職
能
研
修
団
体
と
し
て
積
み
上
げ

て
き
た
研
究
・
研
修
の
成
果
を
共
有
・
継
承
し

な
が
ら
、
本
会
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、

日
々
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

　

本
会
は
、
四
国
地
区
小
中
学
校
教
頭
会
相
互

の
連
絡
提
携
と
会
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
四

国
地
区
の
学
校
教
育
の
振
興
と
学
校
運
営
の
合

理
化
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行

い
ま
す
。

⑴�

各
県
教
頭
会
の
情
報
交
換
と
連
絡
調
整

⑵
研
究
大
会
の
開
催

⑶�

教
育
振
興
の
た
め
の
調
査
広
報
活
動

⑷
教
頭
職
の
勤
務
待
遇
改
善

⑸
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
の
事
業

【
事
業
報
告
】

〇�

6
月
24
日　

第
1
回
理
事
会
・
代
議
員
会
・

研
究
部
長
会
・
要
請
部
長
会
（
参
集
）

〇�
8
月
26
日　

第
2
回
理
事
会
・
研
究
部
長

会
・
要
請
部
長
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

〇�
11
月
22
日　

第
41
回
四
国
地
区
小
中
学
校
教

頭
会
研
究
大
会　

徳
島
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
）

〇�

令
和
6
年
2
月
3
日　

第
3
回
理
事
会
・
研

究
部
長
会
、第
1
回
事
務
担
当
者
会
（
参
集
）

【
研
究
大
会
の
概
要
】

　

第
41
回
四
国
地
区
小
中
学
校
教
頭
会
研
究
大

会　

徳
島
大
会

〇
期
日　

令
和
5
年
11
月
22
日
（
水
）

〇�

会
場　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
ホ
ス
ト
会
場
：

徳
島
県
教
育
会
館
）

〇�

内
容　

開
会
行
事
、
基
調
提
案
、
記
念
講

演
、
分
科
会
、
閉
会
行
事

〇�

記
念
講
演　

演
題
「
人
が
育
ち
、
幸
せ
に
な

る
理
念
経
営
」
～
月
ワ
ク
度
94
％
の
『
そ
こ

ま
で
や
る
か
』
の
組
織
づ
く
り
～

　

�

講
師　

西 

泰
宏　

氏
（
西　

精
工　

株
式

会
社　

代
表
取
締
役
社
長
）

〇�

分
科
会　

6
分
科
会
（
1
Ａ
、
1
Ｂ
、
2
～

5
分
科
会
）

　

�

特
別
分
科
会　

演
題
「
ポ
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
へ

の
指
針
」～
学
校
教
育
Ｄ
Ｘ
の
検
証
と
未
来
～

　

�

講
師　

中
川 

斉
史　

氏
（
徳
島
県
東
み
よ

し
町
立
昼
間
小
学
校　

校
長
）

【
成
果
と
課
題
】

〇
成
果

・�

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
の
1
日
開
催
と
し
た
こ
と

で
、
多
忙
な
会
員
が
、
勤
務
場
所
を
離
れ
る

こ
と
な
く
参
加
で
き
、
当
日
も
約
８
０
０
名

の
会
員
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ

ら
に
、
専
門
の
業
者
に
配
信
関
係
の
業
務
を

任
せ
る
こ
と
で
、
運
営
側
の
負
担
軽
減
も
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
記
念
講
演
や
特
別
課
題

の
講
演
に
つ
い
て
は
、
現
場
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
向
け
て
参
考
に
な
る
内
容
で
あ
っ

た
と
の
感
想
が
多
く
、
好
評
で
あ
っ
た
。

〇
課
題

・�

分
科
会
の
グ
ル
ー
プ
協
議
の
司
会
の
振
り
分

け
を
確
実
に
行
う
た
め
、
事
前
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

サ
イ
ン
イ
ン
等
の
仕
方
に
つ
い
て
周
知
し
た

が
、
分
か
り
に
く
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

参
集
か
オ
ン
ラ
イ
ン
か
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
か
と

い
う
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
面
や

運
営
側
の
負
担
等
を
考
慮
し
な
が
ら
今
後
も

検
討
が
必
要
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長

海
南
市
立
亀
川
小
学
校 

教
頭

清
水
　
奈
穂
実

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
長

徳
島
市
助
任
小
学
校 

教
頭

藤
長
　
あ
か
ね
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中
国
公
立
学
校
教
頭
会
は
、
山
口
県
、
岡
山

県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
の
4
県
で
活
動
し
て
お

り
、
今
年
度
の
会
員
数
は
1
４
３
７
名
で
す
。

各
県
の
実
情
に
合
わ
せ
て
職
能
の
研
究
と
向
上

を
図
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

広
島
県
と
の
つ
な
が
り
を
保
て
る
よ
う
全
公
教

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
復
帰
へ
の
働
き
か
け
を

続
け
て
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

⑴�

教
育
諸
問
題
の
調
査

⑵
研
究
大
会
の
開
催

⑶�

教
頭
職
の
地
位
向
上
の
た
め
の
連
絡
・
提
携

⑷�

そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要

な
事
業

【
事
業
報
告
】

〇�

6
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）
第
1
回
中

国
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
総
会
・
役
員
会
・

専
門
部
会
・
事
務
局
部
会
（
参
集
）

〇�

11
月
10
日（
金
）第
43
回
中
国
地
区
公
立
学
校

教
頭
会
研
究
大
会
島
根
大
会（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

〇�

2
月
16
日
（
金
）
第
2
回
中
国
地
区
公
立
学

校
教
頭
会
総
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

【
研
究
大
会
の
概
要
】

　

第
43
回
中
国
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大

会　

島
根
大
会

〇
期
日　

令
和
5
年
11
月
10
日
（
金
）

〇�

会
場　

出
雲
市
民
会
館
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
出
雲

〇�

内
容　
（
午
前
）
開
会
行
事
、
記
念
講
演　

（
午
後
）
分
科
会
、
閉
会
行
事

〇�

記
念
講
演　

演
題
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に

求
め
る
も
の　

～
外
国
語
教
育
と
異
文
化
交

流
を
通
し
て
～
」

　

�

講
師　

D
ustin�John�K

idd

（
ダ
ス
テ
ィ

ン
・
ジ
ョ
ン
・
キ
ッ
ド　

氏
）
島
根
大
学
教

育
学
部
講
師

【
成
果
と
課
題
】

〇
成
果

・�

昨
年
度
に
続
く
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
だ
が
、

今
年
度
は
島
根
県
内
会
員
を
参
集
、
県
外
は

参
集
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
と
し
、
限
ら
れ

た
人
数
で
は
あ
っ
た
が
4
年
ぶ
り
に
県
外
の

会
員
と
顔
を
合
わ
せ
て
の
協
議
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

・�
記
念
講
演
で
は
、
修
学
旅
行
や
掃
除
な
ど
、

私
た
ち
が
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
た
日
本
な

ら
で
は
の
教
育
活
動
の
意
義
に
気
づ
か
さ
れ

た
。
ま
た
予
測
困
難
な
未
来
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
失
敗
か
ら
学
び
、
生
か

す
経
験
や
地
元
（
ふ
る
さ
と
）
に
誇
り
を
も

つ
た
め
の
経
験
を
大
切
に
す
る
な
ど
の
提
案

を
い
た
だ
き
、
普
段
の
教
育
課
程
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

・�

分
科
会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
関
連
で
の
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
の

チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
質
問
等
も
含
め
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

〇
課
題

・�

県
外
参
集
の
人
数
は
会
場
の
広
さ
か
ら
各
県

2
％
と
し
た
。そ
の
後
の
調
整
で
人
数
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
た
が
、今
後
の
県
外
参
集

人
数
を
会
場
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
が
提
案
者
に
直
接
意
見

交
換
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
同
士
の

グ
ル
ー
プ
協
議
の
場
を
設
け
た
り
な
ど
、
オ

ン
ラ
イ
ン
機
能
を
活
用
し
た
分
科
会
の
運
営

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

九
州
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
は
、
福
岡
県

（
小
）、
福
岡
県
（
中
）、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、

熊
本
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
、
沖

縄
県
の
8
県
9
教
頭
会
で
組
織
さ
れ
、
今
年
度

の
会
員
数
は
４
１
５
６
名
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

各
県
で
積
み
上
げ
て
き
た
研
究
・
研
修
の
成
果

を
継
承
し
、
さ
ら
に
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
の

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

⑴�

副
校
長
・
教
頭
職
と
し
て
の
職
責
の
重
さ

を
自
覚
し
、
研
究
活
動
を
深
め
発
展
さ
せ

る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
の
資
質
向
上
と

社
会
の
変
化
に
即
応
し
た
学
校
運
営
の
発

展
に
努
め
る
。

⑵�

管
理
職
と
し
て
の
副
校
長
・
教
頭
の
職
務

内
容
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
地
位
の

確
立
と
そ
の
向
上
に
努
め
る
。

⑶�

九
州
各
県
の
情
報
交
換
を
密
に
す
る
と
と

も
に
、
連
携
し
て
組
織
の
充
実
を
図
る
。

【
事
業
報
告
】

○�

6
月
16
日　

第
1
回
各
県
代
表
者
会
・
総
会

（
沖
縄
県
那
覇
市 

参
集
）

○�

8
月
17
日
・
18
日　

第
63
回
九
州
地
区
公
立

学
校
教
頭
会
研
究
大
会
沖
縄
大
会
1
日
目
分

科
会
（
沖
縄
県
那
覇
市 

参
集
）
2
日
目
全

体
会
（
沖
縄
県
那
覇
市 

参
集
）

○�
11
月
22
日　

第
2
回
各
県
代
表
者
会
・
事
務

担
当
者
会
（
沖
縄
県
那
覇
市 

参
集
）

【
研
究
大
会
の
概
要
】

　

第
63
回
九
州
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大

会
沖
縄
大
会

○�

期
日　

令
和
5
年
8
月
17
日
（
木
）・
18
日

（
金
）

○�

会
場　

那
覇
文
化
芸
術
劇
場
な
は
ー
と
小
劇

場
他
4
施
設
6
会
場
（
分
科
会
）

　

�

那
覇
文
化
芸
術
劇
場
な
は
ー
と
大
劇
場
（
全

体
会
）

○�

内
容　

1
日
目　

分
科
会
研
究
協
議
（
7
分

科
会
）
2
日
目　

開
会
行
事
・
記
念
講
演
・

閉
会
行
事

○�

記
念
講
演　

演
題
「
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
上
の

BodySharing

」

　

�

講
師　

琉
球
大
学
工
学
部
教
授
・
Ｈ
２
Ｌ
創

業
者
・
代
表
取
締
役　

玉
城 

絵
美　

氏

【
成
果
と
課
題
】

○
成
果

・�

今
年
度
の
研
究
大
会
は
九
州
各
県
か
ら
会
員

約
９
０
０
名
が
参
加
し
た
4
年
ぶ
り
の
参
集

型
大
会
と
な
っ
た
。
初
参
加
の
会
員
も
多

く
、
協
議
前
半
は
静
ま
り
返
っ
て
い
た
が
、

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
笑
顔
が
増
え
、
身
振

り
手
振
り
を
交
え
た
活
発
な
研
究
協
議
と
な

っ
た
。
離
島
の
多
い
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い

て
は
、
対
面
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
状
況
や
細

か
な
情
報
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
大
切
さ

を
、
よ
り
一
層
強
く
感
じ
、
改
め
て
参
集
型

大
会
の
良
さ
を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ
た
と

の
意
見
が
多
か
っ
た
。

・�

玉
城
氏
の
講
演
か
ら
、
人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
情
報
交
換
を
促
進
す
る
こ
と
で
豊
か
な

身
体
経
験
を
共
有
し
、
固
有
感
覚
を
体
験
し

て
い
け
る
こ
と
や
文
法
を
正
し
く
伝
え
る
こ

と
が
技
術
活
用
・
発
展
に
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
な
ど
、
今
後
の
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
示
唆
を
い
た
だ
け
た
。

○
課
題

・�

全
体
会
や
分
科
会
に
お
い
て
運
営
や
時
間
設

定
等
で
細
か
な
課
題
が
あ
が
っ
た
。
分
科
会

会
場
に
よ
っ
て
は
、
隣
の
グ
ル
ー
プ
と
の
間

隔
が
狭
く
、
周
り
の
話
し
合
う
声
で
グ
ル
ー

プ
発
言
者
の
声
が
拾
い
づ
ら
い
状
態
で
あ
っ

た
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

・�

よ
り
多
く
の
会
員
参
加
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
の
開
催
を
求
め
る
意
見
も
多
か
っ
た

が
、
費
用
が
か
か
る
た
め
本
大
会
の
予
算
で

は
賄
え
な
い
な
ど
現
実
的
に
厳
し
い
状
況
が

あ
る
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長

南
風
原
町
立
北
丘
小
学
校 

教
頭

知
念
　
英
也

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
長

松
江
市
立
乃
木
小
学
校 

教
頭

原
田
　
淳


